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鳥
取
東
高
校
同
窓
会
「
東
雲
会
」
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
年
度
初
め
の
４
月
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同

じ
よ
う
に
学
校
の
教
育
活
動
が
実
施
で
き
、
本
校
の
合
い
言
葉

と
な
っ
て
い
る
「
３
兔
を
追
え
」。
勉
強
に
、
部
活
動
に
、
学

校
行
事
に
そ
れ
ぞ
れ
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
多
く
の
部
活
動
が
躍
進
し
、
全
国

大
会
、
中
国
大
会
へ
出
場
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
（
北
部
九
州
総
体
）
に
は
、
陸
上
部
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
ボ
ー
ト
部
、
柔
道
部
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
部

が
出
場
し
全
国
で
躍
動
し
て
き
ま
し
た
。
文
化
部
で
は
、
日
本

音
楽
部
が
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
ぎ
ふ
総
文
）
へ
出
場

し
ま
し
た
。
学
校
行
事
で
は
、
今
年
度
も
東
高
祭
は
合
唱
を
始

め
ク
ラ
ス
演
技
、
模
擬
店
、
ク
ラ
ス
企
画
と
全
力
で
生
徒
た
ち

は
取
り
組
み
、
楽
し
く
そ
し
て
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
研
修
旅
行
も
普
通
科
は
北
海
道
、
理
数
科
は
屋
久
島
へ
と

予
定
ど
お
り
実
施
で
き
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
満
喫
し
て
き

ま
し
た
。
大
学
受
験
で
は
「
行
き
た
い
大
学
」
を
目
指
し
て
努

力
を
積
み
重
ね
、最
後
ま
で
粘
り
き
ろ
う
と
全
力
で
取
り
組
み
、

難
関
大
学
へ
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
、
高
い
志
を
持
っ
て
様
々
な
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
校
を
支
え
て
く
だ
さ
る
同
窓
生
の
み
な
さ

ま
の
想
い
、
そ
し
て
本
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
泥
臭
く
、
諦

め
る
こ
と
も
な
く
、
高
い
志
を
持
っ
て
最
後
ま
で
や
り
き
る
精

神
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
厳

し
く
ご
指
導
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
報
「
し
の
の
め
」
発
行
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
鳥
取
で
も
予
期
せ
ぬ
大
雪
で
、
久
し
ぶ
り
の
雪

か
き
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
も
ご
苦
労
さ
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
改
め
て
日
ご
ろ
か
ら
運
動
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
鳥
取
県
で
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
地
元
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
鳥
取
県
選
出
の
国
会
議
員
で
あ
る
石
破
茂

衆
議
院
議
員
が
鳥
取
県
初
の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
経
済
界
は
も
と
よ
り
地
域
の
方
々
の
多
く
が
大
変
喜

ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
人
口
最
小
県
の
「
鳥
取
県
」
か
ら

で
も
全
国
や
世
界
で
ご
活
躍
さ
れ
る
方
々
が
多
数
お
ら
れ
、
私

も
大
き
な
刺
激
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
方
々
も

各
分
野
で
ご
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
在
校
生
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
大
き
な
夢
を
抱
き
、「
希
望
あ
る
未
来
の
実
現
」

に
向
け
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
国
際
紛
争
は
続
き
、
国
内
も
物
価

高
騰
、
気
候
変
動
な
ど
日
常
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
近
年
で
は
予
想
外
の
出
来
事
が
多
く
、
変
化
に

対
応
で
き
る
順
応
力
と
i
n
n
o
v
a
t
i
o
n
（
改
革
）
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
内
を
見
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
徐
々
に
押
し
寄

せ
、
ア
ジ
ア
地
域
と
の
定
期
便
就
航
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
や
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加

な
ど
地
域
内
で
も
国
際
化
が
年
々
進
ん
で
い
る
の
が
実
状
で
あ

り
ま
す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
対
応
可

能
な
「
人
材
の
育
成
」
も
急
務
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
東
雲
会
」
で
も
「
し
の
の
め
基
金
」
の
運
用
に
よ
る
海
外

留
学
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
趣
旨
に
つ
い
て
は
都
度
お
伝
え

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
が

海
外
で
の
見
聞
を
広
げ
る
機
会
の
創
出
と
と
ら
え
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
今
年
の
創
立
記
念
日
に
「
林
重
浩
初
代
校
長

先
生
」の
功
績
を
た
た
え
胸
像
を
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

胸
像
は
学
校
の
正
面
玄
関
に
「
徳
田
平
市
翁
」
の
胸
像
と
共
に

展
示
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
見
て
頂
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま

す
。
鳥
取
東
高
等
学
校
の
「
礎
」
を
築
か
れ
た
功
績
を
振
り
返

り
「
心
」
に
刻
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
同
窓
会
員
の
「
絆
」
を
さ
ら

に
深
め
る
と
と
も
に
、
我
が
母
校
鳥
取
東
高
校
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

▲  柴山抱海　氏（特別会員）揮毫【東京東雲会総会】

▲   福本弘文　氏（山29）麒麟獅子マリオネット【京阪神東雲会総会】

同
窓
会
長

平　

井　

耕　

司
（
山
29
）

校　

長

原　

田　

晋　

一
（
山
35
）
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100年の歩みと大会記録をまとめた “部史” の発刊100年の歩みと大会記録をまとめた “部史” の発刊
　100年の歩みや大会記録をまとめた「鳥取東高バスケット　100年の歩みや大会記録をまとめた「鳥取東高バスケット
ボール部100周年部史」を発刊。当時としては早くから屋外ボール部100周年部史」を発刊。当時としては早くから屋外
コートが整備されたことから篭球に親しむ熱い生徒たちがコートが整備されたことから篭球に親しむ熱い生徒たちが
集まり創部された。100年前の校庭の片隅から始まり、現在集まり創部された。100年前の校庭の片隅から始まり、現在
まで胸から胸へとつないできたチェストパスが “決してあきまで胸から胸へとつないできたチェストパスが “決してあき
らめない泥臭いバスケットボール” という伝統として受け継らめない泥臭いバスケットボール” という伝統として受け継
がれてきた歩みと結果ががれてきた歩みと結果が
記された内容となってい記された内容となってい
る。輝かしい記録としてる。輝かしい記録として
は、男子は第１回全国選は、男子は第１回全国選
手権大会４位、第３回同手権大会４位、第３回同
大会３位、その後も男女大会３位、その後も男女
とも全国大会に数多く出とも全国大会に数多く出
場し素晴らしい結果を残場し素晴らしい結果を残
している。している。

OB・OGや学校関係者が集う “記念祝賀会” の開催OB・OGや学校関係者が集う “記念祝賀会” の開催
　2024年８月11日、鳥取市において創部100周年記念祝賀　2024年８月11日、鳥取市において創部100周年記念祝賀
会を開催。当日は鳥取東高の原田晋一校長を主賓に迎え、会を開催。当日は鳥取東高の原田晋一校長を主賓に迎え、
20代から80代のOB・OGや学校関係者ら約170人が出席。輝20代から80代のOB・OGや学校関係者ら約170人が出席。輝
かしい伝統と歴史を築いた先人や育成・指導にあたりバスかしい伝統と歴史を築いた先人や育成・指導にあたりバス

ケットボールの振興発展に寄与する卒業生に敬意を表し、ケットボールの振興発展に寄与する卒業生に敬意を表し、
後輩たちのさらなる飛躍を願った。卒業部員は約1,200人。後輩たちのさらなる飛躍を願った。卒業部員は約1,200人。
会場では鏡開き、メルボルン五輪代表の藤田学さん（山３回）会場では鏡開き、メルボルン五輪代表の藤田学さん（山３回）
の紹介、また県内高校の卒業生として初のB1リーガーとなっの紹介、また県内高校の卒業生として初のB1リーガーとなっ
た佐賀バルナーズ所属の岸田篤生さん（山65回）の動画メッた佐賀バルナーズ所属の岸田篤生さん（山65回）の動画メッ
セージも披露された。限られた時間ではあったが、先輩、セージも披露された。限られた時間ではあったが、先輩、
同期、後輩が互いに親交を深める場となった。同期、後輩が互いに親交を深める場となった。

後輩たちへの熱い思いを形に後輩たちへの熱い思いを形に
　創部100周年を契機に学校、現役、保護者、本会が一体と　創部100周年を契機に学校、現役、保護者、本会が一体と
なり鳥取東高バスケ部をさらに躍進させたいという熱い思なり鳥取東高バスケ部をさらに躍進させたいという熱い思
いを形にすべく、祝賀会の中で現役選手強化のため男女顧いを形にすべく、祝賀会の中で現役選手強化のため男女顧
問への激励と記念品を贈呈した。問への激励と記念品を贈呈した。

　鳥取東高バスケ部OB・OG会は、男子部が1925年に鳥取二中において篭球部として創部され100周年（女子部は1933年創部）　鳥取東高バスケ部OB・OG会は、男子部が1925年に鳥取二中において篭球部として創部され100周年（女子部は1933年創部）
を迎えたとして、「100年目のチェストパス」をコンセプトに３つの記念事業を行った。を迎えたとして、「100年目のチェストパス」をコンセプトに３つの記念事業を行った。

　私はフィジーに２週
間留学をしました。私
にとって初めての海
外留学、かつ一人での
留学ということもあ
り、様々な不安があり
ました。ホームステイ
先でうまくやってい
けるか、英語だけで生

活できるのか、など多くの不安を抱えながら私の留学は始
まりました。そして、その不安はいきなり的中しました。
フィジーについてすぐホームステイ先が変わったり、車が
故障したりとトラブル続きでした。また、新しいホームス
テイ先はとても田舎にあり、お湯が出ず、トイレや風呂に
電気はありません。食事も自分の口に合いませんでした。
そんな日本との生活の違いに驚きながらも、翌日には学校
が始まりました。学校には、幅広い年齢かつ国籍の違う学
生が同じクラスにおり、多様な人と同じ空間で勉強しまし
た。平日は、一人でバスやタクシーを利用し朝８時までに
学校に登校し、放課後は買い物や近所の観光地に行き、休
日は友達やホストファミリーと遊びに行きました。
　この留学は正直大変なことばかりでしたが、その分貴重
な経験を得られました。現地の方と話すときは必ず英語
を使うため英語の会話力が向上し、さらに多様な人々とた

くさん交流することで、協調性やコミュニケーション能力
も上がりました。また、多くの苦難を乗り越える中で、どれ
だけ辛くても弱音を吐かずに耐え抜く忍耐力も身につき
ました。これらの経験は、私の常識を大きく変えてくれま
した。特に価値観や考え方が違う人との交流により、自分
の殻を破って、自分の気持ちに素直になれるようになりま
した。また、海外の生活を経験したことで、日本の良さに改
めて気づくこともできました。はじめは留学というハード
ルの高さに戸惑い、悩んだこともありましたが、今振り返
れば、あのとき迷いつつも勇気を出して留学を決心して良
かったと心の底から思っています。最後になりましたが、
しののめ基金により留学費の一部を支援してくださりあ
りがとうございます。この留学は両親や先生方、その他多
くの方々の支えのお陰で行くことができたと感じていま
す。本当にありがとうございました。

福美　秀敏（山24）

Big challenge

しののめ基金しののめ基金
第第３３号号

２年６組（令和６年度）
八木　蒼生

－－バスケ部　㊗創部100周年バスケ部　㊗創部100周年－－
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令
和
７
年
度
入
試
は
新
課
程
入
試
１
年
目
で
、
共

通
テ
ス
ト
に
お
い
て
情
報
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た

こ
と
や
、
国
語
、
数
学
Ⅱ
Ｂ
Ｃ
で
試
験
時
間
が
長
く

な
る
な
ど
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。難
易
度
と
し
て

は
化
学
な
ど
の
一
部
の
科
目
を
除
い
て
は
比
較
的

高
め
の
全
国
平
均
点
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
時
代

と
ほ
ぼ
同
等
で
し
た
。現
役
生
、
過
卒
生
と
も
に
最

後
ま
で
粘
り
強
く
受
験
に
臨
み
、
良
好
な
成
績
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。過
卒
生
で
京
都
大
学
合
格
者
が

２
名
、現
役
生
で
も
北
海
道
大
学
、大
阪
大
学
、九
州

大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
合
格
な
ど
難
関
大
に
も
立

ち
向
か
い
、
合
格
す
る
生
徒
が
い
ま
し
た
。国
公
立

大
学
全
体
と
し
て
は
、
現
役
生
1
5
7
名
、
過
卒
生

20
名
と
な
り
、
現
役
生
は
卒
業
者
数
に
対
す
る
国
公

立
大
合
格
割
合
が
58.
6
%
と
な
り
、令
和
３
年
度
入
試
に
次
ぐ
数
字
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、今
年
度
の
特
徴
と
し
て
、国
公
立
大
合
格
の
中
で
、国
立

大
学
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、現
役
生
で
は
76
%
と
な
り
、多
く
の
生
徒
が

科
目
を
絞
ら
ず
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、過
去
５
年
間
の
合
格
者（
現
役
・
過
卒
の
合
計
）の
状
況
及
び
主
な

大
学
の
合
格
者
数
は
表
の
通
り
で
す
。

主な大学等の合格者数
北見工大 1
北海道大 1
筑波大 1
宇都宮大 1
埼玉大 1
富山大 2
山梨大 1
静岡大 2
京都大 2
京都教育大 1
大阪大 1
大阪教育大 4
奈良教育大 2
鳥取大 48
島根大 20
岡山大 16
広島大 1
山口大 12
徳島大 3
香川大 3
愛媛大 6
高知大 3
九州大 1

九州工大 1
長崎大 1
大分大 1
宮崎大 1
秋田公立美大 1
東京都立大 1
神奈川保福大 1
都留文科大 1
長野大 2
愛知県立大 2
福知山公立大 1
京都府立大 1
大阪公立大 1
神戸市看護大 1
兵庫県立大 1
奈良県立大 1
公立鳥取環境大 4
島根県立大 3
新見公立大 1
岡山県立大 2
尾道市立大 1
県立広島大 2
福山市立大 2
下関市立大 1

香川保健医療大 1
高知県立大 1
北九州市立大 7
名桜大 1
東京理科大 1
駒沢大 3
明治大 2
京都産業大 36
同志社大 4
同志社女子大 11
立命館大 15
龍谷大 32
関西大 12
近畿大 52
関西学院大 6
甲南大 5
鳥取看護大 6
その他私立大 187
鳥取短 4
倉吉総合看護専 6
鳥取県立鳥取看 14

（３月 31 日現在）

R3 R4 R5 R6 R7
国 公 立 大 207 164 167 152 177
私  立  大 352 445 456 507 372
短     大  23  15 16 13 10
専修学校等  58  44 52 41 25

計 640 668 691 713 584
（R7 については３月 31 日現在）

＜全国大会＞
全国高等学校総合体育大会
・柔道競技　女子78kg級　出場
・陸上競技　男子1600mリレー、女子円盤投げ、女子400mハードル　出場
・バドミントン競技　女子シングルス　出場
・ローイング競技　女子舵手付きクオドルプル　出場
・ライフル競技　BR団体、BP団体、BR個人、BP個人　出場
全国高等学校総合文化祭
・日本音楽部門　出場
国民スポーツ大会
・バスケットボール　少年女子鳥取県選抜
・ローイング　少年女子舵手付きクオドルプル鳥取県選抜
全国高等学校選抜・選手権大会
・柔道　女子52kg級
・卓球　男子個人
・ボート　女子舵手付きクオドルプル、女子シングルスカル　
・テニス　女子団体

＜その他　主な大会成績＞
美術部

鳥取県高校総文祭・工芸展　連盟賞（Ｒ７近畿高総文祭へ）
科学部　

鳥取県高校総文祭・自然科学部交流研究発表会　生物分野
最優秀賞（Ｒ７全国高総文祭へ）

書道部
鳥取県高校総文祭・書道展　連盟賞（Ｒ７近畿高総文祭へ）

放送部
鳥取県高校総文化祭　放送部門　朗読部門
特別賞（Ｒ７全国高総文祭へ）

吹奏楽部　
全日本吹奏楽コンクール鳥取県大会　高校Ａ部門
銀賞（中国大会出場）

バスケットボール部
男子： 鳥取県高校総体バスケットボール競技の部
　　　第２位（中国大会出場）
女子： 鳥取県高校バスケットボール新人大会
　　　第３位（中国大会出場）

バレーボール部
男子：鳥取県高校総体バレーボール競技の部　ベスト８
女子：鳥取県高校総体バレーボール競技の部　ベスト８

ソフトテニス部
鳥取県高校ソフトテニス新人戦
女子団体　準優勝、男子個人　優勝（ともに中国大会出場）

野球部
春季鳥取県高等学校野球大会　ベスト８

サッカー部
男子：鳥取県高校総体　サッカー競技の部　第４位
女子：全日本高校女子サッカー選手権大会鳥取県予選会　第２位

水泳部
鳥取県高校新人水泳競技大会
男女総合優勝、個人入賞多数（中国大会出場）

弓道部
鳥取県高等学校弓道新人戦
男子団体７位、男子個人10位（ともに中国大会出場）

剣道部
中国高等学校剣道選手権大会鳥取県予選会
女子団体７位（女子個人４名を含め中国大会出場）

  令和６年度大会成績

　女子テニス部顧問　岡森　恵美
　本校女子テニス部は選考会枠に選出され上記大会に出
場しました。東高テニス部OB会の皆様からいただいた新
しいユニフォームを着て、大会で持てる力を発揮し大舞
台でテニスができる喜びをかみしめながら試合をしまし
た。大会出場が決まってから、様々な方々からの応援や
励ましをいただき感謝の気持ちでいっぱいです。今後と
も東高テニス部の応援をよろしくお願いします。

（結果）　団　体１回戦　鳥東　０−５　宮崎商業
　　　　個人戦２回戦　桶谷　１−８　大内 葵（日大山形）

　女子テニス部部長　福山　実空
　全国選抜大会出場にあたり、OB会
ユニホームの贈呈式で私たちを支えて
くださる多くの方々の存在を知り、改
めて周囲の方への感謝の気持ちと共
に、さらに頑張ろうという思いが強ま
りました。全国大会では悔しさもあり
ましたが、貴重な経験を得ることができました。これからも「応援され
るチーム」を目指し、東高テニス部や鳥取県のテニスを盛り上げていき
ます。今後ともご支援のほど、よろしくお願いします。

（全文は2025年４月２日付　本部Instagramに掲載）

第47回全国選抜高校テニス選手権に初出場

進
路
部
長　

中
林　

直
樹

令
和
７
年
度
　

入
試
の
状
況

女子テニス部

本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。



4

東 雲 会 会 報 令和７年６月13日発行第21号

東京東雲会

東
京
東
雲
会

令
和
６
年
度
の
記
録

幹
事
長　

奥
田
真
三
（
山
23
）

　

令
和
６
年
度
は
、
東
京
東
雲
会
の
事
務

局
長
・
会
長
・
名
誉
会
長
と
し
て
約
60
年

の
長
き
に
亘
り
大
黒
柱
と
し
て
支
え
て
こ

ら
れ
た
、
鈴
木
誠
名
誉
会
長
（
山
５
）
が

急
逝
さ
れ
た
と
い
う
痛
事
か
ら
始
ま
っ

た
。
急
逝
の
報
は
令
和
５
年
末
、
葬
儀

を
12
月
24
日

に
済
ま
せ
た

と
い
う
会
員

か
ら
の
お
知

ら
せ
に
よ
り

知
っ
た
次
第

で
あ
っ
た
。

従
い
会
報
発

刊
・
総
会
開

催
等
会
の
運

営
に
つ
い
て

も
前
半
は
こ

の
対
応
に
傾

注
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

会
報
に
つ
い

て
は
『
鈴
木

誠
名
誉
会
長

を
偲
ん
で
』

の
企
画
を
2

頁
に
わ
た
り

掲
載
、
総
会

前
に
は
代
表
者
に
よ
る
献
花
・
全
員
に
よ

る
黙
祷
を
実
施
し
、
東
京
東
雲
会
か
ら
手

向
け
と
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
山
脈
5
回

の
同
期
有
志
か
ら
生
花
が
呈
さ
れ
祭
壇
へ

の
供
花
と
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

総
会
は
、
７
月
６
日
（
土
）
お
昼
の

時
間
帯
に
、
鳥
取
か
ら
東
雲
会 

石
丸
会

長
・
滝
波
事
務
局
長
母
校
原
田
校
長
、
京

阪
神
東
雲
会
岡
田
会
長
他
来
賓
、
会
員
と

そ
の
家
族
を
含
め
計
75
名
の
出
席
を
得
て

開
催
。
林
田
英
樹
会
長
か
ら
「
鈴
木
名
誉

会
長
の
遺
志
を
継
い
で
、
来
年
に
迫
っ
た

東
京
東
雲
会
創
設
70
年
に
向
け
、
若
い
会

員
の
参
加
増
を
図
る
な
ど
更
な
る
活
性
化

に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

鳥
取
東
高

一
筋
に
教

職
を
務
め

ら
れ
多
く

の
弟
子
を

育
て
ら
れ

た 

書
家

柴
山
抱
海

先
生
に
よ

る『
東
雲
』

『
白
雲
』

二
点
の
揮

毫
、
紙
の

材
質
・
墨

の
濃
淡
・

芸
術
と
し
て
の
書
、
ま
た
東
高
時
代
の
様

子
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
頂
い
た
。
鳥

取
か
ら
弟
子
の
山
根
亮
文
（
山
53
）
城
北

高
校
教
諭
と
と
も
に
駆
け
つ
け
て
頂
き
、

目
の
前
で
の
揮
毫
と
い
う
迫
力
あ
る
姿
に

一
同
感
激
し
ま
し
た
。

　

３
年
前
か
ら
家
族
連
れ
の
参
加
も
可
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
６
家
族
の
参
加
と
な

り
、
ま
す
ま
す
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
楽
し
い

会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
役
員
幹
事
の
就
退
任
に
つ
い
て

は
以
下
の
通
り
。

副
会
長
就
任

　

細
井　

亮
（
山
23
）
事
務
局
長
兼
務

　

平
井
裕
造
（
山
41
）

　

須
崎
浩
史
（
山
45
）

退
任

　

鈴
木　

誠
（
山
５
）
名
誉
会
長

　

中
嶋
貴
輔
（
山
15
）
副
会
長

　

真
嶋
修
慈
（
山
47
）
副
会
長

　

城
上　

保
（
山
７
）
幹
事

　

雨
河
行
穂
（
山
12
）
幹
事

そ
の
他

　

若
手
の
集
ま
り 

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
０ 

の
開

催
（
４
月
６
日
）
若
手
の
会
へ
の
参
画

増
へ
の
試
み
。

　

母
校
で
開
催
さ
れ
た
東
雲
会
入
会
式

へ
の
東
京
か
ら
の
参
加
へ
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

待
望
の
東
雲
ゴ
ル
フ
会
の
第
1
回
開

催
（
10
月
24
日
）
今
後
年
2
回
の
定
例

開
催
等
新
し
い
催
事
・
活
動
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
井
耕
司
（
山
29
）
東
雲
会
新
会

長
を
歓
迎
す
る
会
（
10
月
31
日
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

東海東雲会

令
和
６
年
度

東
海
東
雲
会
活
動
報
告

会
長　

中
川　

澄
（
山
17
）

Ｒ
６
．11
．10
（
日
）

　

東
海
東
雲
会
懇
親
会
開
催

　

 

和
食
居
酒
屋　
「
ほ
っ
こ
り
」　

名
古
屋

ル
ー
セ
ン
ト
店

　

鳥
取
東
高
校
校
長 

原
田
晋
一
氏
、
事
務

局 
専
任  

灘
尾 

理
栄
様
を
鳥
取
か
ら
来
賓

と
し
て
お
迎
え
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

【
近
況
報
告
】

　

昨
年
は
３
１
０
万
歩
達
成
。

　

３
月
14
日
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
交
流
会
（
小

牧
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
の
シ
ニ
ア
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、58
人
参
加
）で
は
１
３
９
・

１
５
１
・
２
１
０　

計
５
０
０
点
の
ス
コ

ア
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

美
声
健
在
元
気
で
す
。

　

令
和
7
年
度
の
東
雲
会
総
会
に
は
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
喜
寿
を
迎
え
後
継
問
題
を
年
内
に

解
決
す
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
石
破
総
理
大
臣
が
誕
生
し
、
以
前

指
摘
し
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の

弊
害
が
消
滅

す
る
方
向

に
向
か
う

も
の
と
期

待
し
ま
し

た
が
、
借

金
の
増
大

が
未
だ
に

継
続
し
憂

慮
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
総
理

在
任
中
に
借
金
縮
小

に
向
か
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

京阪神東雲会

令
和
６
年
度

京
阪
神
東
雲
会
活
動
報
告

副
会
長
兼
事
務
局
長

中
原
修
市
（
山
20
）

　

京
阪
神
東
雲
会
は
令
和
６
年
度
総
会
懇

親
会
を
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
於
い

て
11
月
16
日
（
土
）
に
東
雲
会
本
部
事
務

局
長　

滝
波
様
、
鳥
取
東
高
校
長　

原
田

様
、
鳥
取
県
関
西
本
部
長　

森
本
様
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
総
勢
51
名
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
参
加
者
は
9

名
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
盛
会
裏
に
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
度
は
懇
親
会

開
始
前
に
矢
野
姉
妹
さ
ん
に
よ
る
パ
ー
ラ

ン
ク
ー
と
篠
笛
の
演
奏
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
篠
笛
の
音
色
と
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
の
軽

快
な
リ
ズ
ム
が
相
ま
っ
て
独
特
な
世
界
を

醸
し
出
す
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
ま

た
鳥
取
同
窓
生　

山
脈
29
期
の
福
本
様
が

考
案
作
製
さ
れ
ま
し
た
麒
麟
獅
子
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
を
ご
披
露
し
て
戴
き
ま
し
た
。
会

場
内
の
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
い
た
だ

き
、
人
形
と
出
席
者
の
一
体
感
が
生
ま
れ

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
後
日
、
出
席

者
の
皆
様
に
今
後
の
懇
親
会
開
催
の
参
考

と
す
る
為
、
今
回
の
懇
親
会
運
営
に
関
し

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
結

果
で
は
、
開
催
日
、
食
事
等
概
ね
従
来
通

り
で
良
い
と
の
回
答
で
し
た
。
他
に
、
京

阪
神
東
雲
会

Ｈ
Ｐ
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ

ム
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の

活
用
、
広
報

紙
に
期
待
し

て
い
る
事
等

に
つ
い
て
も

回
答
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
皆
様
が

母
校
の
情

報
、
鳥
取
の

情
報
、
関
西

で
の
鳥
取
関

連
の
催
し
情

報
な
ど
お
お

い
に
関
心
が

有
る
と
の
回

答
で
し
た
。

広
報
紙
に
関

し
て
も
、
会

員
の
近
況
寄

稿
文
を
読
む

の
が
楽
し
み

だ
と
の
回
答

を
戴
き
ま
し

た
。

　

令
和
７
年

度
も
11
月
の

第
３
土
曜
日

15
日
の
開
催
予
定
で
す
。
内
容
等
に
つ
い

て
は
幹
事
団
で
検
討
し
て
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
是
非
お
一
人
で
も
多
く
の
同
窓

生
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総会前　鈴木誠名誉会長を偲ぶ会の祭壇

令和６年度総会＆懇親会　集合写真

献花する林田会長
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令
和
６
年
度
　
会
務
報
告

６
月
13
日（
木
）

　

校
内
東
雲
会
総
会

 

会
報「
し
の
の
め
20
号
」発
刊 　

６
月
14

日
付

６
月
24
日（
月
）

　

第
1
0
2
回
創
立
記
念
日

資
料「
鳥
取
東
高
等
学
校
1
0
2
回
目

の
創
立
記
念
日
を
迎
え
て
」を
生
徒
及

び
教
職
員
へ
配
布（
原
田
校
長
作
成
）

７
月
６
日（
土
）

　

 

東
京
東
雲
会
総
会
（
法
曹
会
館
）　

参
加

者
：
石
丸
会
長
、
原
田
校
長
、
滝
波
事

務
局
長

７
月
11
日（
木
）

　

同
窓
会
役
員
会（
し
の
の
め
館
）

７
月
22
日（
月
）

　

第
三
号
し
の
の
め
基
金
贈
呈
式

８
月
３
日（
土
）

　

東
雲
会
総
会（
白
兎
会
館
）

11
月
10
日（
日
）

東
海
東
雲
会
懇
親
会
（
和
食
居
酒
屋

「
ほ
っ
こ
り
」）　

参
加
者
：
原
田
校
長
、

灘
尾
（
事
務
局
長
代
理
）

11
月
16
日（
土
）

京
阪
神
東
雲
会
総
会（
大
阪
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
）　

参
加
者
：
原
田
校
長
、
滝

波
事
務
局
長

鳥取市役所東雲会

令
和
７
年
度 

鳥
取
市
役
所

東
雲
会 

活
動
報
告

会
長　

坂
本
武
夫
（
山
35
）

　

鳥
取
市
役
所
東
雲
会
は
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
年
）
に
発
足
し
て
以
降
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
日
常
の
市
業
務
を
円

滑
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
政
の
伸
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
鳥
取
市
役
所
、

鳥
取
市
水
道
局
、
鳥
取
市
立
病
院
、
そ
し

て
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
働

く
鳥
取
東
高
等
学
校
卒
業
生
約
３
６
０
名

で
構
成
す
る
組
織
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
毎
年
１
月
下
旬
に
開
催

す
る
「
定
例
総
会
」、
毎
年
夏
に
開
催
す
る

「
夏
季
練
成
会
」
で
す
。
い
ず
れ
も
約
１
２

０
名
の
会
員
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

来
賓
と
し
て
同
窓
会
長
、
同
窓
会
副
会
長
、

校
長
先
生
、
鳥
取
市
長
、
市
議
会
議
員
を

お
招
き
し
、
盛
大
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
昨
年
８
月
に
は
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空

港
コ
ナ
ン
ホ
ー
ル
特
設
会
場
に
お
い
て
夏

季
練
成
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
夏
季
練
成

会
で
は
、
還
暦
の
〝
迷
探
偵
コ
ナ
ン
〟
が

登
場
し
た
り
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
を

催
し
た
り
と
参
加
者
一
同
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
１
月
に
は
、

定
例
総
会
を
開
催
し
、
総
会
後
に
は
懇
親

会
で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
仕
事
上
で
は
接

点
の
少
な
い
会
員
同
士
で
も
話
が
盛
り
上

が
る
な
ど
賑
や
か
な
会
と
な
り
、
会
員
の

親
睦
を
深
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
会
で
は
母
校
へ
の
貢
献
も
重

要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
度
も
部
活
動
を
応
援
す
る
た
め
の

ク
ラ
ブ
助
成
金
、
そ
し
て
全
国
規
模
の
大

会
に
出
場
し
た
選
手
・
団
体
を
激
励
す
る

全
国
大
会
出
場
応
援
金
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
母
校
で
頑
張

る
後
輩
に
自
分
た
ち
の
青
春
の
日
々
を
勝

手
に
重
ね
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
母
校
へ
の
応
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

未
来
へ
向
か
っ
て　

輝
け
、
鳥
取
東
高

等
学
校
の
後
輩
た
ち
！  

世
代
を
超
え
た
同
窓
会
の
ご
報
告

世
代
を
超
え
た
同
窓
会
の
ご
報
告

井
上
井
上  
法
雄
法
雄
（
山
（
山
3131
））

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

こ
の
度
、
ち
ょ
う
ど
お
花
見
の
こ
ろ
に

　

こ
の
度
、
ち
ょ
う
ど
お
花
見
の
こ
ろ
に

世
代
を
超
え
た
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま

世
代
を
超
え
た
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
所
属
や
地
位
に
関
係
な
く
、
同
じ

し
た
。
所
属
や
地
位
に
関
係
な
く
、
同
じ

高
校
の
卒
業
生
と
い
う
だ
け
で
集
ま
り
、

高
校
の
卒
業
生
と
い
う
だ
け
で
集
ま
り
、

卒
業
生
で
も
あ
る
す
し
銀
の
大
将
に
お
願

卒
業
生
で
も
あ
る
す
し
銀
の
大
将
に
お
願

い
し
て
豪
華

い
し
て
豪
華

お
花
見
弁
当

お
花
見
弁
当

を
作
っ
て
い

を
作
っ
て
い

た
だ
き
、
桜

た
だ
き
、
桜

と
お
弁
当
と

と
お
弁
当
と

皆
さ
ん
の
思

皆
さ
ん
の
思

い
出
話
と
近

い
出
話
と
近

況
報
告
で
楽

況
報
告
で
楽

し
い
ひ
と
と

し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し

き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

桜
の
花
が
満
開
‼
の
中
、
し
の
の
め
会

館
で
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
再
会
し
、
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
卒
業
し
て

か
ら
の
年
月
が
経
っ
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
絆

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
学

生
の
頃
の
桜

の
思
い
出
を

お
聞
き
し
ま

し
た
が
、
あ

ま
り
学
生
の

頃
っ
て
桜
の

印
象
な
い
よ

う
で
す
ね
。

年
月
を
経
て
桜

の
良
さ
、
学
校
の

良
さ
も
わ
か
っ
て
く
る
み
た
い
で
す
ね
。

　

二
次
会
は
、
鳥
取
出
身
の
デ
ュ
エ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
ペ
ペ
さ
ん
の
事
務
所
が
経
営
し

て
お
ら
れ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル
一
階
の
ラ

イ
ブ
ス
タ
ジ
オ
88
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
貸
し
切
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

状
態
で
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
な
の
か

大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
お
店
の

マ
マ
さ
ん
も
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
控
え
て
お

り
、
美
し
く
歌
も
お
上
手
で
３
，５
０
０

円
飲
み
放
題
（
時
間
制
）
と
い
う
お
手
頃

価
格
で
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

盛
り
上
が
り
を
受
け
「
し
の
か
ら
」
と
い

う
鳥
取
東
高
卒
業
生
で
あ
れ
ば
年
齢
関
係

な
く
参
加
で
き
る
、
灘
尾
さ
ん
を
中
心
に

し
た
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
も
発
足
さ
れ
ま
し

た
。
卒
業
生
つ
な
が
り
で
い
ろ
い
ろ
な
同

好
会
も
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
同
好
会
や
り
た
い
な
こ
の
指
と
ま

れ
で
、
是
非
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
鳥
取
東

高
等
学
校
の
友
達
」
に
書
き
込
み
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
東
雲
つ

な
が
り
で
東
京
東
雲
会
、
京
阪
神
東
雲
会

に
も
参
加
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
い
う
方
も
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
生
同
士
の
交
流
を

深
め
、
次
回
の
同
窓
会
も
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

会
　

長
平
井
　
耕
司
（
山
脈
29
回
）

副
会
長
上
杉
　
栄
一
（
山
脈
17
回
）

〃

清
水
　
雄
作
（
山
脈
27
回
）

〃

上
山
　
浩
子
（
山
脈
28
回
）

〃

徳
田
　
真
吾
（
山
脈
29
回
）

〃

太
田
　
栄
市
（
山
脈
30
回
）

〃

清
水
　
葉
子
（
山
脈
31
回
）

〃

常
田
孝
一
郎
（
山
脈
40
回
）

〃

谷
　
　
英
憲
（
山
脈
41
回
）

〃

清
水
　
昭
生
（
山
脈
44
回
）

〃

木
村
　
憲
司
（
山
脈
47
回
）

監

査
吉
本
　
幾
雄
（
山
脈
21
回
）

〃

小
谷
　
　
誠
（
山
脈
44
回
）

名
誉
顧
問
八
村
　
輝
夫
（
山
脈
7
回
）

〃

常
田
　
享
詳
（
山
脈
13
回
）

〃

石
丸
　
文
男
（
山
脈
24
回
）

顧

問
廣
谷
　
直
樹
（
山
脈
22
回
）

〃

中
島
　
規
夫
（
山
脈
27
回
）

〃

島
谷
　
龍
司
（
山
脈
29
回
）

顧
問（
校
長
）
原
田
　
晋
一
（
山
脈
35
回
）

事
務
局
長
滝
波
　
和
宏
（
山
脈
24
回
）

事
務
局
次
長

池
成
　
　
文
（
特
別
会
員
）

事
務
局
専
任

灘
尾
　
理
栄
（
山
脈
51
回
）

【 

任
期
：
令
和
６
年
８
月 

～ 

令
和
８
年
７
月 

】

（
敬
称
略
：
役
職
内　

卒
業
年
度
順
）

12
月
19
日（
木
）・
１
月
21
日（
火
）

　

会
報「
し
の
の
め
21
号
」編
集
委
員
会

１
月
29
日（
水
）

鳥
取
市
役
所
東
雲
会
総
会
（
白
兎
会
館
）

参
加
者
：
平
井
会
長
、
上
杉
副
会
長
、

原
田
校
長

２
月
28
日（
金
）

　

 

令
和
６
年
度
同
窓
会
入
会
式
（
第
１
体

育
館
）　

参
加
者
：
上
山
副
会
長
、
滝
波

事
務
局
長
、
東
京
東
雲
会
よ
り
中
江
副

会
長
・
平
井
副
会
長
・
片
山
幹
事

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

鳥
取
東
高
等
学
校
同
窓
会

鳥
取
東
高
等
学
校
同
窓
会

（
東
雲
会
）役
員
表

（
東
雲
会
）役
員
表
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山
脈
十
一
回
生
有
終
完
美
の
会

勢
木
宇
太
郎
（
山
11
）

　

卒
後
六
十
四
年
目
の
同
窓
会
を
白
兎
会

館
で
令
和
六
年
十
月
二
十
二
日
実
施
。

全
国
か
ら
三
十
三
名
の
参
加
。午
前
十
一

時
。
会
場

は
五
つ
の

円
テ
ー
ブ

ル
に
卒
業

時
の
ク
ラ

ス
の
人
が

ま
と
ま
る

よ
う
に
し

ま
し
た
。

谷
本
正
道

君
の
開
会

の
辞
、
進

行
司
会
は

吉
田
紀
之

君
。山
田
晋
君
の
軽
妙
な
思
い
出
話
、
石
田

晤
玲
君
の
老
人
の
健
康
に
つ
い
て
等
々
。

座
席
を
替
え
て
話
し
込
む
等
予
定
時
刻
を

超
過
し
て
も
終
わ
り
そ
う
に
な
い
盛
り
上

が
り
で
し
た
。皆
様
の
健
康
と
再
会
を
祈

り
閉
会
し
ま
し
た
。残
念
で
す
が
会
の
命

名
者
の
谷
本
正
道
君
が
十
二
月
六
日
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。御
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

　

三
百
十
二
名
の
卒
業
生
の
存
命
と
住
所

の
確
認
出
来
た
百
八
十
六
名
に
案
内
状
を

出
し
ま
し
た
。百
十
二
名
の
返
信
が
あ
り

寄
稿
は
九
十
八
名
。近
況
報
告
集
を
作
成

し
希
望
者
に
記
念
写
真
を
同
封
し
郵
送
し

ま
し
た
。

　

記
念
写
真
の
前
列
右
か
ら
坂
田
・
谷
本
・

鈴
木
・
河
本
・
佐
藤
・
福
山
・
谷
口
・
村
尾
・
山

本
。二
列
目
勢
木
・
山
田
・
小
谷
・
岡
垣
・
国

岡
・
市
場
・
鳥
山
・
小
川
・
岡
本
。三
列
目
中

山
・
白
岩
・
才
木
・
藤
川
・
福
山
・
川
上
・
中
島

福
島
・
岡
田
。四
列
目
吉
田
・
浜
橋
・
石
田
・

湯
村
・
山
田
・
横
山
。

我
ら
同
期
生
　
山
脈
12

松
本
　
泰
尚
（
山
12
）

①
殿
ダ
ム
で

　

２
０
１
０
年
前
後
の
話
。殿
ダ
ム
の
近

く
に
吉
野
そ
ば
と
言
う
、
地
元
の
人
た
ち

が
公
民
館
を
使
っ
て
日
曜
日
だ
け
開
店
す

る
店
が
あ
っ
た
。

　

結
構
賑
わ
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
鳥
取

の
同
期
10
人
程
を
誘
っ
て
殿
ダ
ム
周
辺
の

観
光
を
兼
ね
て
出
か
け
た
。殿
ダ
ム
は
因

幡
万
葉
歴
史
館
か
ら
上
流
に
行
け
ば
因
幡

万
葉
湖
と
呼
ば
れ
る
ダ
ム
湖
で
あ
る
。

　

も
り
そ
ば
と
か
け
そ
ば
７
０
０
円
、
季

節
の
野
菜
天
ぷ
ら
５
０
０
円（
値
段
は
当

時
）メ
ニ
ュ
ー
は
こ
れ
だ
け
。野
菜
天
ぷ
ら

は
一
人
で
は
多
す
ぎ
る
く
ら
い
の
量
だ
っ

た
。み
ん
な
が
堪
能
し
た
。そ
の
あ
と
殿
ダ

ム
の
周
辺
を
散
策
し
た
あ
と
小
さ
な
公
園

で
ひ
と
休
み
、
Ｋ
君
の
畑
で
採
れ
た
て
の

桃
太
郎
ト
マ
ト
を
み
ん
な
で
美
味
し
く
頂

い
た
。２
０
２
４
年
夏
、
吉
野
そ
ば
は
閉
店

し
た
。

②
同
窓
会
で

　

還
暦
の
こ
ろ
だ
っ
た
、
僕
た
ち
が
在
学

中
、
国
語
を
教
わ
っ
た
三
上
先
生
を
お
招

き
し
て
同
窓
会
を
開
催
。

　

遠
く
か

ら
来
た
と

言
う
理
由

で
横
浜
在

住
の
Ｓ
さ

ん
と
僕
が

挨
拶
を
お

願
い
さ
れ

た
。
僕
は

在
学
中
の

三
上
先
生

の
思
い
出

を
話
し

た
。
あ
る

時
先
生
は

僕
た
ち
の
授
業
に
対
し
て
叱
責
さ
れ
た
、

そ
の
次
の
授
業
で
、
昨
日
の
今
日
で
し
ょ

う
！
と
激
し
く
怒
ら
れ
た
。僕
は
そ
の
時

の
状
況
を
伝
え
た
あ
と
、
今
、
会
社
の
部
下

に
対
し
て
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
感

謝
を
込
め
て
先
生
に
伝
え
た
。先
生
は
笑

顔
で
聞
い
て
お
ら
れ
た
。

③
東
京
の
同
期
会
で

　

東
京
東
雲
会
や
同
期
の
新
年
会
と
は
別

に
数
人
に
よ
る
集
い
を
一
年
に
数
回
繰
り

返
し
て
い
た
。集
ま
り
は
、
東
京
駅
八
重
洲

口
近
く
の
居
酒
屋
。あ
る
時
は
新
宿
西
口

の
中
華
料
理
謝
鵬
殿
。年
ご
と
に
夜
の
集

ま
り
か
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
移
行
し
た
。

現
役
を
引
退
す
る
人
が
増
え
は
じ
め
参
加

者
も
増
え
る
。新
宿
西
口
に
集
合
。一
番
に

来
る
の
が
Ｋ
Ｏ
君
、
い
つ
も
買
っ
た
ば
か

り
の
雑
誌
を
小
脇
に
抱
え
て
い
た
。幕
末

の
鳥
取
藩
の
事
が
一
行
で
も
載
っ
て
い
る

雑
誌
だ
っ
た
。２
０
１
４
年【（
安
達
清
風

日
記
）に
読
む
幕
末
の
鳥
取
藩
】を
自
費
出

版
し
た
。

④
僕
た
ち
同
期（
一
部
の
）に
と
っ
て
灯
台

と
も
言
え
る
ス
ナ
ッ
ク
が
鳥
取
の
弥
生
町

に
あ
っ
た
。バ
ブ
ル
を
越
え
て
長
い
歴
史

を
持
つ
店
だ
。県
外
の
お
客
を
も
て
な
す

の
も
、
僕
た
ち
に
と
っ
て
、
鳥
取
の
夜
の
最

後
は
ス
ナ
ッ
ク【
禅
】だ
っ
た
。同
期
の
美

人
マ
マ
と
マ
ス
タ
ー
の
会
話
の
深
さ
に
引

き
込
ま
れ
な
が
ら
時
間
を
忘
れ
た
。１
人

で
も
、
２
人
で
も
、
そ
し
て
時
に
は
20
人
が

入
る
事
が
出
来
た
。そ
ん
な
お
店
は
新
型

コ
ロ
ナ
に
直
撃
さ
れ
惜
し
く
も
閉
店
を
決

め
た
。店
を
コ
ン
コ
ー
ス
に
し
て
沢
山
の

人
と
談
笑
し
多
く
の
事
を
学
ん
だ
教
室

だ
っ
た
。

55
周
年
　
最
後
の
同
窓
会

丸
瀬
　
和
美
（
山
20
）

　

山
脈
20
回
同
窓
生
は
昭
和
41
年
4
月
に

入
学
し
、
昭
和
44
年
３
月
に
卒
業
。平
成
元

年
８
月
に
卒
業
20
周
年
記
念
同
窓
会
を
行

い
、
そ
の
後
５
年
ご
と
に
同
窓
会
を
開
催

し
、今
回
で
８
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
候
の
良
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

台
風
20
号
の
襲
来
で
新
幹
線
・
在
来
線
の

運
休
で
多
数
の
欠
席
者
が
出
る
な
か
、

県
内
外
か
ら
80
余
人
の
同
窓
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
国
富
代

表
幹
事
の
挨
拶
、
石
谷
幹
事
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
宴
が
始
ま
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な

同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。最
後
に
元
応
援

団
長
の
長
谷
川
君
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉

唱
し
、
同
窓
会
を
閉
会
。同
じ
会
場
で
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
で
の
茶
話
会
に
切
り
替
え
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
、
元
気
な
同
窓

生
は
弥
生
町
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
を
最
後
の
同
窓
会
と
し
た
の
で
、

残
金
は
東
高
同
窓
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

山
脈
20
回
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
ご
了
解
く

だ
さ
い
。

開
催
日　

令
和
6
年
11
月
2
日

場　

所　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

山
脈
40
回
同
窓
会

植
田
　
光
一
（
山
40
）

　

令
和
6
年
８
月
12
日（
月
）、
前
回
の
20

周
年
か
ら
15
年
ぶ
り
と
な
る
同
窓
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
田
達
雄
先
生
、
安
谷
屋
明
子

先
生
、
松
本
憲
幸
先
生
、
尾
室
真
郷
先
生
に

ご
臨
席
を
賜
り
、
総
勢
１
０
０
名
を
超
え

る
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し

た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
書
道
部
員
の
み
な
さ

ん
に
今
回
の
た
め
に
揮
毫
い
た
だ
い
た
看

板
の
前
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
後
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

我
ら
同
期
生

我
ら
同
期
生



2001年卒業生（山脈52）
同窓会のご案内

山脈47回（1996年（平成８年）３月卒業）
約30周年記念同窓会ご案内
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東雲会長杯ゴルフコンペ報告

　全成績は右記のとおりです。　全成績は右記のとおりです。
　当日は快晴、山脈８回から山脈65回までの幅広い参加者43名で行われました。　当日は快晴、山脈８回から山脈65回までの幅広い参加者43名で行われました。
　今回は前石丸文男会長（山24）から平井耕司新同窓会長（山29）になって初めての　今回は前石丸文男会長（山24）から平井耕司新同窓会長（山29）になって初めての
会長杯。残念ながら新会長は欠場でしたが、表彰式では石丸前会長にプレゼンター会長杯。残念ながら新会長は欠場でしたが、表彰式では石丸前会長にプレゼンター
の重責を務めて頂きました。また、コンペ開催にあたり、橋本幸代（山17）さん、森田の重責を務めて頂きました。また、コンペ開催にあたり、橋本幸代（山17）さん、森田
進（山41）さんお二人のご尽力で盛会に終える事が出来た事に心より感謝申し上進（山41）さんお二人のご尽力で盛会に終える事が出来た事に心より感謝申し上
げます。事務局では次回からの開催日を県外の方も含め、より参加者が出やすくなげます。事務局では次回からの開催日を県外の方も含め、より参加者が出やすくな
るような日程を考慮し早めにお知らせする、など配慮するとしています。優勝は石るような日程を考慮し早めにお知らせする、など配慮するとしています。優勝は石
原さん（山58）、準優勝に奧谷原さん（山58）、準優勝に奧谷
さん（山25）、３位林さん（山さん（山25）、３位林さん（山
66）、久々に20代30代の活躍66）、久々に20代30代の活躍
が目立ちました。が目立ちました。
　参加数では山25の11名が　参加数では山25の11名が
最高、次回は多くの方が参加最高、次回は多くの方が参加
されますよう同期の方をお誘されますよう同期の方をお誘
いください。2025年第13回いください。2025年第13回
は10月５日（日）旭国際、湖山は10月５日（日）旭国際、湖山
コースです。コースです。

順　位 競技者名 山脈回生 GROSS NET
優　勝 石原　寛之 58 100 71.6
準優勝 奧谷　　学 25 89 72.4

３位 林　　祐輝 66 80 72.9
４位 中﨑　勇吉 19 84 73.3
５位 佐々木紀行 25 84 73.3
６位 安田　雄哉 42 96 73.5
７位 松本　泰尚 12 82 73.7
８位 伊藤みつる 8 85 74.3
９位 井関　顕人 17 96 74.7
10位 河崎　文夫 25 89 74.8
11位 山田　信重 25 101 75
12位 倉光　裕之 39 106 75.2
13位 影井　　渉 41 93 75.2
14位 井関　宏治 41 85 75.5
15位 笹山　　勝 38 109 75.9
16位 宮城　定明 22 101 76.1
17位 山本　義博 25 92 76.6
18位 田中　幸雄 17 97 76.9
19位 甲斐　摩樹 25 97 76.9
20位 西田　源良 25 96 77.1
21位 森田　　進 41 81 77.4
22位 梅實　一志 38 106 77.6
23位 大坪　正雄 40 86 77.7
24位 堀内　正人 25 92 77.8
25位 清水　英範 25 91 78
26位 山添　　孝 25 93 78.8
27位 澤口　睦男 22 98 79.1
28位 池上　直樹 22 103 79.3
29位 中尾　雅人 25 114 79.7
30位 井関登久治 8 100 79.9
31位 清水　昭生 44 100 79.9
32位 橋本　幸代 17 110 80.4
33位 玉木　真人 42 97 80.4
34位 滝波　和宏 24 117 81
35位 加納　陽子 OP 113 81
36位 井上　裕章 42 99 81.2
37位 竹本　哲哉 40 108 82
38位 石丸　文男 24 104 82.7
39位 浦林　浩樹 40 108 83.1
40位 玉川　　忠 17 99 83.6
41位 加納　芳勝 27 120 84
42位 竹内　貴裕 OP 115 84.2
43位 高垣　健一 42 115 85.4

第12回

　

幹
事
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
安
谷
屋

先
生
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
食
事
も
そ
こ
そ

こ
に
懐
か
し
く
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
尾
室
先
生
か
ら
の
ご
あ
い
さ

つ
で
中
締
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
開
催
し
た
二
次
会
に
も
多
く
参
加
し
、

予
定
の
約
４
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
リ
ア

ル
で
旧
友
に
再
会
で
き
た
喜
び
を
満
喫
で

き
た
会
と

な
り
ま
し

た
。

　

開
催
に

あ
た
り
、

会
の
企
画

か
ら
参
加

者
の
呼
び

か
け
、
当

日
の
運
営

な
ど
、
多

く
の
方
に

ご
協
力
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

心
よ
り
御

礼
申
し
上

げ
ま
す
。

山
脈
55
期

　
卒
業
20
周
年
記
念
同
窓
会

石
田
　
健
志
（
山
55
）

　

２
０
２
４
年
８
月
12
日
、
山
脈
55
期
の

卒
業
20
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し
た
。

同
窓
生
56
名
が
集
い
、
６
名
の
恩
師
の

方
々
を
囲
み
な
が
ら
、
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

幹
事
と
し
て
準
備
を
進
め
る
中
で「
参

加
者
は
楽
し
め
る
だ
ろ
う
か
」「
話
題
に
困

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」と
不
安
に
駆

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
要
ら

ぬ
心
配
で
あ
っ
た
。20
年
と
い
う
長
い
歳

月
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
窓
生
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
た
瞬
間
に
当

時
の
気
持
ち
が
よ
み
が
え
り
、
思
い
出
話

に
花
が
咲
い
た
。加
え
て
、
互
い
の
近
況
に

つ
い
て
も
語
り
合
い
、
仲
間
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
場
で
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
同
窓
生
た
ち
が
歩
ん
で

き
た
道
の
り
は
千
差
万
別
で
あ
る
。し
か

し
な
が
ら
我
々
に
は
、
同
じ
学
び
舎
で
同

じ
時
間
を
過
ご
し
た
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い

「
絆
」が
あ
る
。今
回
の
同
窓
会
は
、
そ
の

「
絆
」を
再
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。仲
間
た
ち
の
一
層
の
活
躍
と
、
唯
一
無

二
の
母
校
で
あ
る
鳥
取
東
高
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
祈
念
し
て
、筆
を
置
き
た
い
。

令和６年10月14日（月・祝）令和６年10月14日（月・祝）
旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部　湖山コース旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部　湖山コース

日にち：2025年11月２日（日）
会　場：ホテルニューオータニ

コロナで延期していた卒業20周年
同窓会を開催します。各クラスの
LINEグループ、クラス代表幹事と
未だ繋がっていないという方、学
年代表の安本までご連絡ください。

Mail：pokun1121@yahoo.co.jp

日　時　2025年８月10日（日）
１次会　13時〜16時
　　　　会場　カフェソースバンケット
　　　　会費　男性　7,000円
　　　　　　　女性　6,000円 
２次会　17時〜19時
　　　　会場　カフェソース
　　　　会費　3,000円くらい（未定）
３次会　自由　弥生町

先生も数名参加して下さる予定です。同窓
会の参加には事前予約が必要になります。
岩本に連絡お願いします。同級生のLINEグ
ループがありますので、そちらに入って頂
き、情報取得をお願いします。ご連絡頂け
ればご案内します。参加人数により、会場
変更の場合がございます。

お気軽に岩本までご連絡ください。
TEL：090−4145−2253



8

東 雲 会 会 報 令和７年６月13日発行第21号

同窓会員の皆様には、多大なご理解とご支援をいただきまして厚くお礼申し上げます。
第20号の協力金納入は次のとおりです。

　同窓生の皆様から支援していただいた会報協力金が、前年度
比で増加に転じました。事務局及び編集委員一同、心より感謝
申し上げます。同窓生の皆様に引き続き愛読していただきます
ように、より充実した会報にしていきたいと考えています。引き
続きご支援の程、よろしくお願いいたします。

事務局長　滝波 和宏

★会員発送数 20,342冊
★協力金入金件数 1,136件 （前回比131件増）
★実質の協力金入金 2,311,986円 （協力金一振込手数料）
  （前回比162,896円増）
★必要経費（会報・封筒の印刷、郵送費等）
 3,300,000円

同窓会報「しののめ」第20号の協力金納入の現況

【本　　　部】 公式ホームページ：https://sites.google.com/view/torie-shinonome
 Instagramアカウント：@tottori_higashi_shinonomekai

【東京東雲会】 メール：tokyo.shinonomekai@gmail.com
 公式ホームページ：https://tokyo-shinonomekai.jimdo.com/
 Facebook：https://www.facebook.com/groups/Tokyoshinonome/
 卒業生でフェイスブック利用の方はメンバー参加のリクエストをお願いします。
 Instagramアカウント：@tokyo.shinonomekai

【東海東雲会】 電話：090-2134-0671（中川　澄会長）

【京阪神東雲会】 メール：keihanshinshinonome@gmail.com
 公式ホームページ：https://keihanshin-shinonome.club/
 Facebook：https://www.facebook.com/groups/tottorihigashi/
 Instagramアカウント：@keihanshinshinonome

下記の日程で予定しておりますが、社会状況により延期・中止となる場合がございます。
今後の詳しい状況・日程につきましては本部、各支部のホームページ等でご確認ください。

本部・支部本部・支部のの
ＳＮＳＳＮＳ
連絡先連絡先等等

東海東雲会総会・懇親会
日　時
　令和７年11月９日（日）
会　場
　和食居酒屋　「ほっこり」
　名古屋ルーセント店

京阪神東雲会総会
日　時　令和７年11月15日（土）
場　所　大阪キャッスルホテル
受　付　11時45分
総　会　12時15分～ 13時00分
懇親会　13時00分～ 15時30分

東京東雲会総会＆懇親会
日　時
　令和７年９月28日（日）
　お昼の時間帯
　開始時間等は後日連絡
会　場
　とっとりおかやま新橋館
　２階『ももてなし家』

鳥取東高等学校同窓会東雲会総会
日　時
　令和７年８月２日（土）
　役 員 会　午後３時30分～
　定期総会　午後４時00分～
　懇 親 会　午後５時00分～
会　場
　白兎会館
　鳥取市末広温泉町556
　電話（0857）23-1021

　私が東高の勤務となり４年が経つ。勤務が始まった当時、新型コロナウイルスによる影響を受け、学校生活が大きく
変化する最中であった。今では新型コロナウイルスは５類感染症の位置づけになり、約２年が経過しようとしている。
以前の生活に近づこうと学校が動いていく中、生徒達は従来の生活を経験していないことに当初心配をしていたが、ど
んな状況でも適応しながら最大限の表現を行う生徒の姿を見ると、そんな心配などは杞憂であることを思い知らされる。

「克己・親和・進取」を体現する「東高生」の姿は、時代や生活に関わらず、精神としてこれからも受け継がれていく
ものだと、懸命に校歌を歌う姿をみて確信している。 井上　宏樹（山67）

編
集
後
記

令和７年度　同窓会（東雲会）定期総会及び各支部総会の日程について


